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フィリップ・ラーキンの詩
12篇の日本語翻訳
ダニエル・ガリモア
The Movement は，第二次世界大戦終戦に伴ってイギリスの世界における
主導権が退勢したことに反応して，1950年代に出現した詩人の一派であり，
Philip Larkin（1922-85）はその一員であった。一般的には，Movement の
詩人は先行先代の Dylan Thomas（1914-53）などのロマンチシズムや T. S.
Eliot のモダニズムと対立していたが，必ずしも愛国的ではなかった一方，率
直で，反センチメンタルで，何でもありの文体を利用して，過去を懐かしむ文
学運動だった。つまり，Movement は確実にイギリス出身の詩人でありなが
ら，二つの世界大戦及び大英帝国の終焉といった歴史的な観点から書いた詩人
たちであり，歴史を逆戻りさせることはできないという事実を認めた詩人たち
だった。例えば，Larkin の“MCMXIV”（「1914年」）は第一次世界大戦の勃
発を扱い，当時の喪失感や変遷意識を忘れられない言葉で呼び起こす－‘Never
such innocence again'（「こうした純真の時代は二度とない」）。
しかし，“MCMXIV”が出版されるころまでに，Movement 所属の詩人た
ちのほとんどは詩壇の本流に吸収されており，Movement は独自のグループ
としては解体したが，Larkin の詩の起源を理解するために欠くことのできな
いものである。Larkin はモダニスト詩の「喜びのない不明瞭」を嫌がった。
“Toads”や“Mr Bleaney”のような名作品では，彼は抒情的で，口語的で，
概ね分かりやすい言葉で平凡な経験を賛美する。それ故，Larkin が恐らく戦
後詩人の中でも自国イギリスで一番の人気を誇る詩人であり，更に「イギリス
的な」詩人だと言われるのは驚くべきことではないだろう。
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Larkin の詩の大部分は明らかに「イギリス」が背景とされている，或は 20
世紀イギリス文化に言及するものだ。彼のユーモア，彼の皮肉や懐疑も典型的
に「イギリス的」だ。尚且つ，彼は，詩人の役割は自分自身が経験した「真実
を述べ」ようとする責任だと主張しただけでなく，彼自身無神論者であるにも
かかわらず，以下に翻訳された“Water”などにみられるように，宗教を「誠
実な気持ち」として理解することもできた。こうした虚心坦懐な態度も現代イ
ギリスの社会に評価されるものであろう。最後に，Larkin はイギリス詩の伝
統韻律を，彼の同時代人にくらべて，頻繁に使う。Larkin は Ezra Pound が
20世紀前半に開拓した自由詩（free verse）で書くこともあったが，彼のもっ
とも好んだ詩形は実際にシェイクスピアのソネットに遡る弱強五歩格
（iambic pentameter）である。押韻形式（rhyme schemes）も目立っている。
因みに，Larkin の一番好きな詩人であった Thomas Hardy（1840-1928）も
伝統詩形を使ったが，Larkin は Hardy のロマンチックなリアリズムによっ
て大いに影響を受けた。
Larkin は生涯で詩 171篇を発表したが，私は自分の授業に供する目的もあ
って，そのもっとも有名な詩のなかの 12篇を選択して，翻訳することにし
た。Larkin の詩集は既に 1988年に同志社大学の故児玉実用名誉教授らによ
って翻訳されているが，私の翻訳は私が Larkin と同じような文化背景をもっ
ているといった立場から生まれたものだ。Larkin の詩や生活は勿論その暗い
面もあるが，彼は詩の楽しみが本能的に分かった詩人だとここで主張したいと
思う。
以下の詩は Larkin の主要な詩集 3冊，即ち The Less Deceived（1955年，
『欺かれること少ない者』，以下 TLD），The Whitsun Weddings（1964年，
『聖霊降臨祭の婚礼』，以下 TWW），及び High Windows（1974年，『高窓』，
以下 HW）から採られている。この翻訳にあたり，私は本学部の西山けい子
教授，奥谷洸平君，及び薔薇会の岩瀬悉有名誉教授らのコメントやアドバイス
をいただいたことに心よりお礼を申し上げたい。
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1．木々
The Trees
木々は，口に出されそうな
言葉のように，葉を出してゆく。
芽吹いたつぼみは緩まり広がる。
その緑にはどことなく哀しみがある。
木々は毎年生まれ変わるが，
我々は老いるだけなのか。いや，木々も死ぬのだ。
そうした年ごとに新しく見えるような
こつは木の年輪に記録される。
しかしなお途切れずに伸びゆく城は
毎年の 5月に生い繁る。
「去年は最早ない」と言うかのようだ。
「新たに始めよ，新たに，新たに。」
注：1968年 5月に発表（後に HW に収録）。Thomas Hardy の影響も明らかで，春
の「哀れ」を表わす。
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2．聖霊降臨節の婚礼
The Whitsun Weddings
その祝日に私は出遅れてしまった。
太陽に照らされた土曜日の
午後 1時 20分になってやっと
4分の 3が空席の列車が動き出した。
車窓はすべて開いた。クッションはすべて熱かった。
すべての慌てる気持ちが消え失せた。列車は
家々の裏を走って，眩い風防ガラスの通りを渡り，
漁の荷揚げ場の匂いもかいだ。そこから
空とリンカンシャと水が出会う
川の水平に漂う広がりが始まった。
午後の間，内陸に何マイルも静かに眠る
高い暑さの中を
南向きにゆっくりと曲がって列車は進みつづけた。
広い農場，短い影を落とす家畜，
工場排水の泡だった浮遊物で汚染された河川を通りすぎた。
一棟の温室が目立ってきらめいた。生け垣はへこんだり
上がったりした。また，草の匂いはときおり
車内のボタン付きの織地の悪臭に取って代わった。
やがて次の新しくて何もない町が
廃車の山と共に近づいてきた。
最初は気づかなかった。
停まる駅ごとにおこなわれていた
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結婚式の大騒ぎに。太陽は，
日陰で起こる出来事の興趣を打ち消してしまう。
また，その長くて涼しいホームに沿った
「わーわー」「ピーピー」といった歓声を
郵便袋とふざけているポーターたちだろうと思って
読書を続けた。しかし，列車が駅を出たとたん，
彼らを通りすぎた。にやにや笑って，ポマードをつけて，娘らは
ファッションの真似ごと。ヒールにヴェール，
みなぎこちない姿勢で，列車を見送っている，
まるで何かの事件の結末から抜け出てきて
生き残った何かに向けて
別れ際に手を振っているように。胸を打たれた私は
次の駅ではもっと素早く車窓から身を乗り出した。好奇心いっぱいに，
全場面をふたたび新しく見直した。
スーツの下に背広のベルトをつけた，額にしわが深い
父親たち。声の大きい太った母親たち。
卑猥な言葉を投げる叔父。それからパーマをかけた女性たち。
ナイロン製の手袋と模造宝石，
モ ー ヴ オ ー ク ル
レモン色，薄紫色，オリーブがかった黄土色は
娘たちを周囲からくっきりと際立たせる。
ああ，カフェや
構内奥の宴会場や，旗飾りのひらめく
大型バスの団体客用の別館から，婚礼の日は
終わりを告げようとしていた。沿線の各駅で
新婚のカップルが列車に乗り込み，あとの人たちは囲むように立っていた。
最後の紙ふぶきとアドバイスが投げられ，
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そして，列車が動き始めるとき，それぞれの顔は見定めようとしているようだ
った。
自分のもとを旅立つものが何なのかを。子供たちは
何かつまらないものに眉をひそめた。父親らはこれほどに
盛大にしてこんなにも茶番めいた成功は見たことがなかった。
女たちは幸せな葬儀のように
「秘密」を共有していた。
一方，娘らは，ハンドバッグを一層しっかりつかんで
宗教的な傷をじっと見た。やっと自由になって，
そして，見送る者たちの目にした全てのものを積みこんで，
列車はロンドンへと急いだ，蒸気をシュッシュッと吐きながら。
野原は宅地になり，ポプラは幹線道路に
長い影を落とし，そして
50分かそこらの間に，
ちょうど帽子を被り直して，「ああ疲れて死にそう」
と言うくらいの時間のうちに，
12組の結婚が始まった。
新しいカップルたちは並んで座って風景を見つめた。
－ オーディオン座を過ぎ，冷却塔，
クリケット・ボウラーのアプローチを見た － けれど誰も，
会うこともない他人のことや，彼らの生活がどのように
この一時間に詰まっているかなど考えはしなかった。
私は陽射しを浴びて広がるロンドンのことを考えた。
小麦畑のように詰まった，その郵便区画を。
我らはロンドンを目指していた。やがて
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明るく光る線路の結び目を越え
停まっているプルマン車両を通り過ぎて
黒くなった苔の壁が近づくにつれ，
このつかの間の偶然だらけの旅はほとんど
終ろうとしていた。そして，その旅が蓄積した可能性は
「変化」というものが与えうる力で放たれる準備ができていた。
列車は再び速度を落とし，ブレーキが段々かかっていくと，
落ちていく感じが膨れた。はるかな高みから放たれた矢のシャワーが
何処かで雨になっていくような。
注：1959年 6月に発表された Larkin の一番有名な詩で（後 TWW の表題詩），彼が
東イングランドで 1955年にした汽車旅の話に基づいている。このころ，晩春の
聖霊降臨節の三日間連休の間に結婚式をしたカップルは政府より大幅な税額控除
をうけたものだから，結婚式が多い時期だった。聖霊降臨節はキリスト教会の創
立を祝う祝日で，結婚との関連もあるが，そうした象徴的な意味より Larkin は
結婚という仕来りが与える力を讃えているようだ。
3．ヒキガエル
Toads
一体どうして「仕事」というヒキガエルを
わが人生の上にしゃがませておくのだろう？
機知を熊手のように働かせ
やつを追い払うことはできないのか？
月曜から土曜の 6日間を，そいつは
うんざりする毒で汚しておいて，
やっと払えるのが請求書 2, 3枚とは！
割りに合わないじゃないか。
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機知で食っていく連中は大勢いる。
講師たち，舌足らずの人，
ろくでなし，船員ボーイ，無骨者 －
彼らは貧乏人では終わらない。
路地裏に暮らす連中も大勢いる。
バケツで火を焚いて，
落ちた果物や缶詰のイワシを食べる －
そんな暮らしが嫌いじゃないらしい。
彼らは，子供たちが素足で，
なんともひどい女房連中ときたら
ホイッペット
競走犬のように痩せこけているけど，
飢
 
餓
 
したりはしないよ。
ああ，「年金なんて，どうにでもなれ！」と
叫ぶ勇気があったら…
しかし，よくわかっているのだ，年金の上に
夢が築かれているのだと。
だって，俺の中にも何か
ヒキガエル的なものがしゃがみこんでいる。
その尻は不運のように重たいし，
雪のように冷たいし，
おまけに，決して許してはくれない。
甘言をつかって
名声と女と金を
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まとめて一遍に手に入れるのを。
仕事は自分の本質を表現する
などとは言わないが，
いずれか一方を失くすってわけにはいかないのさ。
仕事と精神を両方をもつならば。
注：1954年夏に発表され（後 TLD），仕事の生活を滑稽で皮肉な文体で描く。
Larkin 自身は翌 1955年にハル大学図書館長に任命され，仕事に専念していたと
言われている。
4．ここ
Here
豊かに陰をなす工業地帯や
夜通し北へと向かう車の流れから，東方にそれて。
草がまばらでアザミだらけの，牧場とも呼べないほどの
野原の中をそれて。
そして時折みえる，暁に労働者たちが身を寄せる，耳ざわりな名の停留所，
わびしい空と案山子，干し草の山，ノウサギとキジ，
広がってゆく川のゆったりした存在，
積み重なる金色の雲，鴎が跡をつけた輝く泥は
合わさってひとつの大きな町の驚くべき眺めになる。
ここにはドームや彫像や尖塔やクレーンが
穀粒でばらまかれた通り，艀で込み合った水のそばに集まる。
がさつな団地の住民たちが，何マイルもの真っ直ぐな道を
平べったい顔のトロリーバスでひそかに運ばれてきて
２７フィリップ・ラーキンの詩 12篇の日本語翻訳
欲望へと通じる板ガラスのスイングドアを押す。
安いスーツ，赤い台所用品，しゃれた靴，アイスキャンディー，
ミキサー，トースター，洗濯機，ドライヤー －
値引き品で暮らす連中は，都会人だが素朴で，
セールスマンと親戚だけが来るような突き当りの，
舟の終着点のひなびた魚臭い土地に住む。奴隷博物館，
入れ墨屋，領事館，頭にスカーフを
被った怖い奥さんたち。そして，
抵当に入った建てかけの棟の向うの
生け垣ほど高く伸びた，鋭い陰のある麦畑，
点在する村々では，里離れた暮らしを
寂しさが際立たせる。ここでは
沈黙は暑さのように立っている。ここでは
葉は気づかれずに茂り，
隠れた雑草は花をつけ，無視された川は活気づき
稠密に輝く空気が上昇する。
そして，ケシの花咲く，青っぽくてくすんだ域を通りすぎた先が
ぎざぎざの砂利の浜で急に終わる。ここは垣根のない実在。
太陽に直面して，無口なまま，手も届かない。
注：1961年 11月に発表（後 TWW）。Larkin が 30年間住んだハル（Hull）という
東北イングランドの漁業・工業都市，およびその周辺の沿岸景色を描く。奴隷博
物館は，19世紀前半旧ハル町選出の国会議員で William Wilberforce という高
名な奴隷廃止運動家の偉業を記念する。
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5． 1914年
MCMXIV
あたかもオーヴァルかヴィラパークの
外で並んでいるように
忍耐強く立っていた
あの長くて凸凹した行列。
帽子の山が連なり，陽が照り付ける
口ひげを生やした古風な顔たちは
にかっと笑っていた。あたかも全てが
八月祝祭日の浮かれ騒ぎであるかのように。
休業の店の日よけには
漂白された名門店名。
ファージングとソヴリン，
薄黒い服を着た子供たちが，
王様と女王様ごっこをして遊んでいる。
ココアとひねりタバコを宣伝する
ブリキの看板。
終日開いている居酒屋。
田舎は心配ごともない。
花をつけた草々でまったく見えにくくなった
地名看板。畑が小麦の落ち着かない沈黙の下で
ドゥームズデーブックが記した
すき跡に影を落とす。
広大な邸宅の中の小さな部屋をあてがわれた
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異なった仕着せの使用人たち。
リムジン車の後ろに立ちのぼった埃。
それまでも，それからも，
一言も告げずに「過去」になってしまった
そのような純真は二度とない。
当時の男たちは庭を
きちんとしておいたものだ。
当時の結婚は現在にくらべてもう少し
続いたものだ。
こうした純真の時代は二度とない。
注：1960年 10月に発表（後 TWW）。1914年 8月 4日（同年の国定祝日）に始まっ
た第一次世界大戦の「失われた世代」を記念する。オーヴァルはロンドン市内の
クリケット場，ヴィラパークはバーミンガム市内のサッカー場で，ともに 19世
紀に開設された。ファージングとソヴリンはイギリスの旧貸幣。ドゥームズデー
ブック（Domesday Book）は 11世紀末にまとめられた土地台帳で，当時に遡る
畑の畝と畝の間の筋は，今もはっきり見える。こうして Larkin はイギリスの黄
金時代を細やかに呼び起こす。
6．家
Home is so Sad
家はとても寂しいところ。置き去りにされたまま，
最後に出ていった人たちを引きもどすように
その人たちの気に入る姿を保っている。それより，
喜ばせる人が去ってしまうと，家はこうして萎び，
奪われたものを無視して
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原形にもどろうとする気力もなくす。
理想形を目指す喜びに満ちた試みも，
的をとうの昔に失敗してしまった。かつての姿が目に浮かぶ。
ほら，絵とナイフやフォークの食器，
ピアノのスツールにおいてある楽譜。その花瓶。
注：1959年 6月に発表（後 TWW）。家の寂しさを呼び起こし，静物画と同じような
効果を上げている。
7．ブリーニーさんの部屋
Mr Bleaney
「ここはブリーニーさんの部屋でした。
車体工場にお勤めの間ずっとここにお住まいでしたが，
転勤になられた。」薄くて擦り切れた花模様のカーテンは
窓の下枠の 13センチほど足りない。
窓から覗く細長い宅地は草が伸び，ゴミが散らかっている。
「ブリーニーさんはうちの小っちゃな庭をきちんと世話されました。」
ベット，背の真っ直ぐな椅子，60ワットの電球，
扉にフックもないし，本やカバンを入れるスペースもない。
「じゃ，ここを借りましょう」と言って，私はブリーニーさんが
寝たところで寝て，同じ記念品の皿で
たばこを消して，彼が大家を駆り立てて買ってもらった
ラジオのぺちゃくちゃ喋りを消すように
耳に脱脂綿を詰めてみる。
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彼の癖は知っている － 朝何時に降りてきたとか，
グレービーよりソースの方が好きだったとか，何故
サッカーくじにかけ続けたかとか。
一年の日程も知っている。夏休みは
フリントンの親戚に泊まらせてもらい，
クリスマスはストークの姉さんの家に泊まった。
しかし，彼が雲をかき乱す厳しくて冷たい
風をじっと見て，そのかび臭いベットに横になって，
ここは「家」だとつぶやいてにっと笑って，
身震いし，自分の生き方が自分の本質の尺度だという
恐れの念を振り払うことなく，
つまり，彼の年齢では彼が借りた部屋一つしか
みせるべきものがないということは
自分の値打ちもそれくらいのものだと，
彼が納得していたのかどうか，私は分からない。
注：1955年 9月に発表（後 TWW）。単身赴任労働者の生活を描き，個人の幸福とい
う謎を考える。名門オックスフォード大学を卒業した Larkin も数年「狭い」ア
パートに暮らした。
8．水
Water
新しい宗教を
作るように頼まれたら，
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私は「水」を利用するだろう。
教会へいくのは
乾いた異なった服に着替えて
水を渡ることになる。
私の礼拝式は
水浸しのイメージを使用し，
熱烈なびしょ濡れの洗礼となる。
そして，東方に
グラス一杯の水を
高く揚げる。
そこには多角形の光が永遠に集まる。
注：1957年秋に発表（後 TWW）。「人造」の宗教が既存の宗教とあまり異なるもの
ではないことを気楽な文体で仄めかす。
9．日々
Days
日々とは何のためにあるのだろうか？
私たちは日々に生きるものだ。
日々は訪れ，繰り返して
私たちを目覚めさせる。
日々は幸せなところだ。
日々以外のどこに私たちは生きられるだろうか？
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ああ，しかしその問いを解くのに
長い上衣を着た牧師と医師は
野原を突っ切って
走ってくる。
注：1957年秋に発表（後 TWW）。きわめて平易な言葉で Larkin の「世界観」を述
べていると言える。
10．思い出す，私は
I Remember, I Remember
いつもと違う路線に乗って，イングランドを北上する
寒い正月，ある駅に止まって，
列車番号札をもつ駅員たちが見覚えある改札口へ
プラットフォームを走るのを見つめていた。
「あら，コベントリだ！」と思わず声が出た。「生まれた町だ。」
身を乗り出し，ここはまだ
長年「私の」故郷だった町なのか，しるしを確かめようと目を細めたが，
方角がどちらともはっきりしない。我々の一家は毎年の休暇に
あそこの自転車置き場の方から出発したのだったか？ … 笛が鳴った。
ものが動いた。座席にもたれ，長靴をじっと見つめた。
同伴の友だちは微笑んだ。「あそこはお前の生まれ故郷か？」
いや，私の子ども時代が無駄に過ごされたところ，
自分の人生が始まったところ「でしかない」と言い返したかった。
今では，もう全体図がはっきり浮かんだ。
まず，うちの庭 － 花や果物のまばゆいような
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神学を拵えることもなく，優しいお祖父さんに話しをかけられることも
なかった庭。
そして，ここは気持ちが沈んだときに，けっして受け止めてくれなかった
その立派な家族。息子たちは筋骨たくましく，
娘たちは胸ばかりの家族。我らのおどけたフォード車。
私が本当に「我に戻れる」はずの農場。そう言えば，
私がけっして，どきどきして「アレ」をやろうと決心して
うずくまらなかった茂みも案内してあげる。彼女は地面に横たわって，
「全ては燃える霧のようにな」らなかった茂み。
また，あの事務所には，私が書いたへぼ詩が
無骨な 10号活字で掲示されることはなく，
市長の有名な偉い従兄の目に留まって，親父に電話がかかり
「我々に予言できる才能があったら，ご子息は … 」と褒められることも
なかった。
「コベントリを地獄に落としたいみたいだね」と
友だちは言った。「そんな顔だ。」
「まあ，この土地の所為じゃないんだが」と私は答えた。
「どんな土地でも，何か起こることもあれば，何も起こらないこともある。」
注：1955年秋に発表（後 TLD）。Larkin が出身地であるイングランド中部にあるコ
ベントリ市（Coventry）を思い出す。20世紀に自動車産業の要衝で，第二次世
界大戦に大規模な空撃を受けたコベントリ市役所の高官だった父親をもつ
Larkin は，そこで平凡な青春期を過ごしたことを後悔したようだ。
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11．これこそが碑文
This Be The Verse
パパとママは子どもをダメにしてしまうね。
そんなつもりじゃないかもしれないけど，ダメにしてしまう。
親自身の欠点を植えつけるだけじゃなく，その子だけのための
欠点をつけ加える。
ただ彼らも同様に，古風な帽子を被り古風な外套を着た
愚者たちによってダメにされた。
彼らの親は一方で甘ったるくて厳しい人だったが，
他方でいつもいがみ合っていた。
人々は次世代に痛みを引き継ぐ。
痛みは大陸棚のように深まる。
結婚なんかから早く抜け出て，
子どもなんかつくるな。
注：1971年 8月に発表（後 HW）。1960年代に生じた「寛容社会」に言及する一方，
Larkin の両親が不幸な結婚生活を過ごし，彼は生涯独身だったということにも
言及すると言われている。Larkin の一番よく引用される詩。
12．爆発
The Explosion
爆発の日に，影は
坑道入口の方に向かっていた。
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日なたでぼた山が眠っていた。
炭鉱ブーツを履いた男たちが通路をやってきた。
悪態とパイプの煙を吐いて，
当日の新鮮な沈黙を肩で切っていた。
一人はうさぎを追っていった。うさぎは見失ったが，
夕雲雀の卵をもってかえってくると
卵をみなにみせて，草の中に宿した。
そうして，髭面でモールスキンのズボンを履いた連中，
親父たち，兄弟たち，あだ名の友人，笑い声が
開け放たれた高い門を通っていった。
真昼に，振動が起こった。牛たちは
一瞬の間噛むのをやめた。太陽は
暑さの霞に覆われたように曇った。
「死者たちは先に行って，神の家で
安らいで座っています。我らは
いずれ彼らと顔を合わせます。」
これは教会堂の中に記された文字ほど
明白に告げられた。妻たちは一瞬の間
爆破で殺された男たちを
実在の姿より偉くみた。
コインに刻まれたように金色で，どういうわけか
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太陽からこっちに向かって歩いてくる。
一人の男が壊れなかった卵を見せてくれた。
注：1970年 6月に発表（後 HW）。昔イギリスで頻発した鉱山災害のことを描く。炭
鉱村では歴史的に非国教が隆盛で，第 6バースは，そうした教会堂の牧師が述べ
るような葬儀説教の言葉。
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